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生活科
因果関係に着目する見方・考え方を育む授業の考察
「うごくおもちゃを作って いっしょにあそぼう」 ( 2年）の実践を通して－
石井信孝
A Study of a Class Fostering Perspectives and Ideas through a Causal Relationship: 
Class Practice of Unit“Let’s make a moving toy and play together" 
in Second Grade Elementary School 
Nobutaka Ishii 
The purpose of this study is to discuss pedagogical methods to develop students’perspectives and ideas through a 
causal relationship in practice of a class where students make their own moving toys. In this research, the researcher 
conducted classes and collected self-report sheets and questionnaires at the end of every class. The result suggests that 
stud巴ntsemployed four pedagogical methods and compared some causes concerning a causal relationship in an activity 
where students make their own toys. The four pedagogical methods are as follows: 1) To consider what kind of 
linguistic expression to use focusing on a causal relationship. 2) To associate this unit with the units about making toys 
which also acquire students to look at a causal relationship. 3) To express words by focusing on a causal relationship 





























②学級 2年 1組 32名
























































































表 1 授業設計・評価マトリクス 〔因果関係に着目する〕 （一部）
レJく／レ 1 レrえノレ2 レfミノレ3 レfく／レ4
育てたい 0大まかな捉え Of！動きかけによって 0複数の働きかけを 0原因・根拠
ものの見 0諸感覚を働かせて 得られた情報 比較することで得 0類推した気付き
方・考え方 得た情報 らオLた↑青幸良
育てたい 00をムムすると口 00をムムすると口
言語表現 口になる（ならな 口になり， 00を企
し、）。 企すると・・になっ
た。
記述例 ・下敷きゃうちわを －下敷きゃうちわで －ゆっくりあおぐよ －下敷きゃうちわで
0風 使うと物を動かす あおぐと物を動か りも勢いよくあお あおぐと風が吹い





0空気 ・居、で物を動かせ ・ボリ袋に空気を入 ・ボリ袋（マヨネー ・ボリ袋の空交面も
る。 れると膨らむ。 ズ容器）をゆっく マヨネーズの空容
・マヨネーズ容器の －たくさん空気を入 りつぶすよりも， 器もストロー鉄砲
代わりにポリ袋と れるとばんばんに 一気につぶす（パ も，押し出された
ラップの芯でもと なる（固くなる・はね ンと強くたたく） 空気で物が押され









0ゴム ・輔、ゴムを使うと物 ・輔ゴムを引っ張っ －輪ゴムをしっかり ・輪ゴムは，引っ張
をとばすことがで てはなすと，物が 引っ張ると，物が つてはなすと素早





























0おもり －おもりで物を動か －鉛玉を落とすと割 －鉛玉を向い所から ・両い所から落と干
すことができる。 りばしが勢い良く 落とすと玉が勢い 方が，力があるの
押されて玉がとん よく遠くへとんだ ではないか。


















































第3次後第1次 第1次 第2次 第2次 第2次 第2次6時 第3次
1'2時 3・4時 1・2時 3・4時 5時 第3次1時 2・3時
アンケート
因果関係の記述無し 1 1 10 18 15 17 2 
大まかな提え，諸感覚を働かせて得た情報（レベル1) 。
働きかけによって得た情報（レベル2) 10 
















































第 第 第 第 第 箪 第
1 1 2 2 2 2 3 次
次 次 次 次 次 6 次
時
1 3 3 5 2 
1昆 時 軍
童 2 4 2 4 
3 3 
時 時 時 時
次 時番 1 
号 時
2 2 2 
2 3 2 3 3 
3 2 4 欠
4 2 2 
5 2 欠 2 
6 2 2 2 
7 2 3 
8 4 
9 欠 2 3 3 欠
10 3 4 3 3 2 
11 2 3 3 
12 3 欠 2 
13 3 3 2 2 2 
14 3 3 2 2 恒 欠
15 3 2 3 3 2 
16 2 2 2 2 
17 3 4 
18 
19 2 4 
20 2 3 3 3 4 
21 2 2 2 
22 4 2 2 3 
23 4 
24 4 2 
25 2 4 3 2 4 
26 3 4 3 』E
27 2 欠
28 3 4 3 
29 3 3 欠 2 欠 ，密
30 3 4 3 2 3 
31 2 欠 1 2 













































































振り返り「4J・アンケー ト「4J 一→ 2人
















































































第 第 第 第 第 第 第 3 
2 次2 2 2 次 3 
次 次 次 次 次 6 次 後 ;g. 
時 ア 計




2 4 2 4 次 3 ト
時 時 時 時 時
時
。2 。。。。4 。。。。。。2 。。。2 。。。 3 。3 。 。 3 9 。。。。。。2 。 。。。。。。。 。。2 3 。3 9 。。。。。。 2 。。。。。。。。 。 。 4 8 。。 。。。。。。。。 。。。。。 。。 。。。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。3 。。。。。。。。2 。。。。。。2 。 。。。2 5 。。。。。。2 3 。。 。。。。 2 。。。 。。。2 。。 。。。。。。 。。。。。。。。。 2 。。。。2 。。。。。。。
3 2 。。。。 7 。5 。 。。10 17 。。。。 2 2 6 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。 3 。。 。。 。2 4 。。。 。。。。。 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。2 2 。。。。。。。。 。。。。。 2 
5 8 4 2 1 4 2 6 42 































































誌，第22号， pp.32 43, 2015. 
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発」，日本教科教育学会誌，第37巻第3号pp.61-
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